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万円/台

■補助対象機器

※戸建て2台まで

高効率給湯器（ヒートポンプ給湯機、ハイブリッド給湯機、家庭用燃料電池）

ヒートポンプ給湯器
（エコキュート）

ハイブリッド給湯器

家庭用燃料電池

100,000円 台

180,000円 台

80,000円 台

基本額

※イメージ画像

※イメージ画像※イメージ画像

20
高効率給湯機を
設置すると

100,000円 台

A要件※1

120,000円 台

B要件※2

130,000円 台

A及びB要件を満たすもの

※1　インターネットに接続可能な機種で、翌日の天気予報や日射量予報に連動することで、
昼間の時間帯に沸き上げをシフトする機能を有するものであること。
※2　補助要件下限の機種と比べて、5％以上CO2排出量が少ないものとして、a又はbに該
当するものであること。（a.2025年度の目標基準値（JIS C 9220 年間給湯保温効率又は年
間給湯効率（寒冷地含む））＋0.2以上の性能値を有するもの、又は、b.おひさまエコキュー
ト）
※3　ネットワークに接続可能な機種で、気象情報と連動することで、停電が予想される場合
に、稼働を停止しない機能を有するものであること。 

基本額

130,000円 台

130,000円 台

150,000円 台

基本額

200,000円 台

※事務局に登録された型番の製品のみが対象です。

■高効率給湯器の導入と併せた
　蓄熱暖房機または電気温水器の撤去

蓄熱暖房の撤去電気温水器の撤去

※エコキュートの撤去は加算対象となりませんので、ご注意ください。
※蓄熱暖房機等の撤去により、ご契約の電気料金メニューが変更となる可能性があります。
　詳しくは、ご契約の電力事業者にお問い合わせください。
※予算額40億円が達し次第、加算措置は終了予定です。

A要件※1

B要件※2

A及びB要件を満たすもの

100,000円 台50,000円 台

補助対象となる住宅
既存住宅（建築から１年が経過した住宅、または
過去に人が居住した住宅のこと）である 

https://www.smile-oscar.jp/reform/?p=35565&preview=true

